
   
１．策定の背景 

  ・文化財保護法の改正（平成31年4月1日施行） 

    → 都道府県では文化財保存活用大綱 

    → 市町村では文化財保存活用地域計画 
   
２．基本方針とめざすべき姿 

 ・【基 本 方 針】 地域とともに「活かして守る」大分の文化財 

 ・【めざすべき姿】 ①住民が地域の文化財の情報を共有 

②教育資源・観光資源として文化財の適切な活用 

③文化財を活かした地域振興で地域の活性化 

④持続可能な文化財の保存体制の構築 
   
３．大綱の記載事項 
  

〇序 章 

・大綱策定の背景、目的、県の各種計画との関係 
 
〇第１章 文化財の保存・活用に関する基本的な方針 

・県の概要（人口、地理、自然、歴史） 

・県の文化の特色（石造文化、六郷満山、キリシタン、小藩分立、温泉、食文化） 

・課題（申請や届出事務、地域の衰退、公的支援の限界、技術者不足） 

・基本方針とめざすべき姿 
 
〇第２章 文化財の保存・活用を図るために講ずる措置 

・文化財調査と指定制度の意義（文化財を地域で共有、個人の宝が県民の宝に） 

・文化財補助事業（公的支援のあり方） 

・文化財の活用（日本遺産や修復現場公開等の取組、今後の活用の方向性） 

・人材育成（文化財を担う人々の育成、文化財行政を担う人材の育成） 
 
〇第３章 市町村への支援の方針 

・市町村の現状と県と市町村が果たすべき役割 

・市町村の地域計画策定支援 

・市町村連携について 
 
〇第４章 防災・災害発生時の対応 

・近年の災害（H24北部九州豪雨 ～ R02．7豪雨） 

・予防（文化財の防災計画、文化財のデータ収集と共有化、防災教育） 

・初動対応（防災体制、発災時の対応、３施設や市町村との連携） 

・復旧・復興計画（救援ネットワークとの連携、復旧事業の課題と今後の方針） 
 
〇第５章 文化財の保存・活用の推進体制 

・文化財関係部局や博物館等における職員の配置状況 

・地方文化財保護審議会の設置状況 

・関係部局等の連携 
 
 
４．大綱策定までのスケジュール（予定） 

 【令和元年度】                     【令和２年度】 

・R1. 8 第１回市町村連絡協議会開催          ・R2. 7 第３回大綱策定委員会開催 

  ・R1. 9 第１回大綱策定委員会開催         ・R2. 8 県文化財保護審議会にて協議 

  ・R1.10 第１回拠点調査実施                 第３回市町村連絡協議会開催 

    ※10月以降、月１回拠点調査を実施(計5回)      

  ・R1.12 第２回大綱策定委員会開催         ・R2.11 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施(～11月末) 

  ・R2. 2 第２回市町村連絡協議会開催        ・R2.12 県文化財保護審議会にて協議 

                            ・R3. 1 第４回市町村連絡協議会開催 

                            ・R3. 2 第５回大綱策定委員会開催 

                            ・R3. 3 大綱策定 

大分県文化財保存活用大綱の策定について 
令和 2 年 8 月 7 日 

教 育 委 員 会 資 料 

・R2.10 第４回大綱策定委員会開催 

※R3. 3 の第３回大綱策定委員会及び第６回拠点調査

については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め中止 

地域における文化財の総合的な

保存・活用の推進 
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